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・ 11月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数は２ヶ月振りに上昇（左図）、事前予想を大きく上回った。夏

場以降、改善ペースが足踏みしていたが、再び水準を切り上げた。内訳は、現状判断、先行き判断が

何れも改善。とりわけ先行きの改善が大きい。昨日発表のＰＭＩ指数と同様に、ドイツ企業の業況判

断が上向いている。米財政協議を巡る不透明感の後退、世界的な株高、新興国景気の持ち直しなども

奏功した模様。7-9月期の景気は減速したが、10-12月期入り後の順調な景気拡大が示唆される。 

・ 業種別の先行きの業況判断は揃って改善。製造業、卸売業が前月からプラス幅が拡大、小売業が再び

プラスに転換、建設業でマイナス幅が縮小した（右図）。同時に発表されたサービス業の業況判断も

現況・先行きともに改善。このところのユーロ高基調もドイツの輸出企業の業況を損なうことはなく、

良好な雇用・所得環境を反映して、内需関連業種にも業況改善が広がっている。 

・ 同日発表された7-9月期の実質ＧＤＰ成長率の改定値は、速報値から不変の前期比＋0.3％。4-6月期

（同＋0.7％）から減速したが、むしろ前期が天候要因などで出来すぎだった反動減の範疇。7-9月期

は外需が前期比▲0.3％ポイントの下押し要因となったが、同期の貿易収支は季節調整後で黒字幅が拡

大しており、平仄が合わない。サービス収支の入り食いが生じている可能性があり、ユーロ高による

輸出下振れの影響が観測されている訳ではないと判断。 
■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：Ｉｆｏ業種別の先行き判断
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■ドイツＩｆｏ企業景況感

2012 2013 2013
4Q 1Q 2Q 3Q 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

企業景況感(総合) 101.4 106.1 105.3 107.2 104.4 105.7 105.9 106.2 107.6 107.8 107.4 109.3

現状指数 107.5 109.4 108.9 111.2 107.3 110.0 109.4 110.1 112.0 111.4 111.3 112.2
先行き指数 95.6 103.0 101.9 103.3 101.5 101.6 102.6 102.4 103.3 104.2 103.7 106.3

業況判断 -4.2 5.0 3.5 7.0 1.6 4.2 4.6 5.1 7.7 8.1 7.4 11.0
製造業 -5.2 7.1 5.9 10.5 3.5 6.3 7.9 8.1 11.3 12.0 11.0 15.0
建設業 -8.4 4.6 1.6 -4.0 2.6 1.1 1.0 -1.5 -4.2 -6.3 -6.4 -3.3
卸売業 1.6 1.6 -1.3 4.4 -5.1 1.9 -0.8 -0.1 7.8 5.4 7.8 11.8
小売業 -2.4 -0.8 -0.7 4.1 -1.0 0.2 -1.3 3.1 2.7 6.4 3.3 5.1

出所：Ifo  


